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今回の三鉄ジオトレインは震災学習列車を体験し、南リアス線
で大船渡市へ。車内では震災以前の写真を見比べて、山の形が同
じという手がかりから現地を確認しました。欲張りツアーでした
ので、急ぎ足となりましたが、絶好の天気に恵まれて碁石海岸の

景勝地を認定ガイドの案内で周遊しました。

《こんさち！いわて》
いわてマンガプロジェクトには、

たくさんの漫画家さんたちによっ
て岩手県にまつわるエピソードが
紹介されています。 ⇒「コミッ
クいわてWEB」 すぐ読めます！
→ http://comiciwate.jp/

その最後のページに《こんさ
ち！いわて》というコーナーがあ
ります。岩手県公認のV-Tuberの
岩手さちこが三陸に関する話題や、
ジオパークやジオサイトの紹介も
しています。

最近公開されて、アクセス数が
急上昇の新作アニメもこちらから
どうぞご覧ください。↓↓↓
アニメ『ゴールデンゴッド』第５
話「巡れ！黄金に輝く海の巻」 -

YouTube

《三鉄ジオトレイン》で早春の碁石へ

《震災から１２年経って知ったこと》
田野畑村の明戸海岸には、津波で激しく破壊された防潮堤の震

災遺構があります。以前は明戸キャンプ場などがあり、賑わって
いた場所です。今は、新しく建設された防潮堤と園地が整備され、
キャンプ場はその陸側に守られるような位置に再建されました。

今回初めて聞いたのですが、明戸海岸は震災前、原子力発電所
の建設の候補地になったことがあったそうです。しかし地域の女
性の方を中心に建設に反対する住民運動がおこり、つくられるこ
とはなかったのですが、もしもそのまま建設されていたならば、
今回の津波災害では非常に大変なことになっていたのではという
ことでした。この話も地域の歴史で大切な事実の1つです。知ら
なければ、そして伝える人がいなければ気づかないことです。

他の地域に比べて三陸は津波災害が多く、深く入り組んだ地形
に押し寄せる津波は高く遡上します。自分たちの住む地域のこと
や過去にあった出来事、それにつながる大地の成り立ちを理解し、
先人の思いが詰まった土地と自然の上に、いまの私たちの生活が
あるということを忘れないように伝えていきたいと、改めて思っ
た一日でした。

湾港防波堤が目立つことに気が付きま
した。磯通穴をくぐると幸せになれる
とか⁈次回はサッパ船で行きましょう。

まっすぐなトンネルを登っているので入
口の光が見えています。震災当時のお話
と合わせて聞きました。

自生している椿の花を見ながら、認
定ガイドの説明に「なるほど」

盛駅からの参加者と合流し、皆さん
で「さんてつだいすきー」パチリ

http://comiciwate.jp/
https://www.youtube.com/watch?v=jPM_e0mtoGE&list=PL4iuZmcYR41hgNNfSnfD1BUtVHmEyYNob&index=8
https://www.youtube.com/watch?v=jPM_e0mtoGE&list=PL4iuZmcYR41hgNNfSnfD1BUtVHmEyYNob&index=8
https://www.youtube.com/watch?v=jPM_e0mtoGE&list=PL4iuZmcYR41hgNNfSnfD1BUtVHmEyYNob&index=8


地形から見る地域の防災の違い

三陸ジオパーク・現地推進員が記者となってお伝えするコーナー
毎回いろいろな情報を掲載いたしますので、どうぞお楽しみに！

今回の記者：町田 恵太郎（いわて復興応援隊／久慈事務所配置）

この記事を書いている2023年3月11日で、東日本大震災から12年が経ちました。
今回は三陸ジオパーク北部エリアの野田村と普代村の2つの地域から、防災の違いを見ていきた

いと思います。
①は野田村のサイト「十府ヶ浦」です。弧を描くように長く続く海岸に沿って防潮堤が建設され

ているのが分かります。
高さ14m長さ約1.5kmの防潮堤は第1堤防となり、第2堤防である三陸鉄道と国道45号、第3堤防

の盛り土の3つの堤防によって津波からまちを守ります。
②は普代村のサイト「普代水門」です。昭和59年に建設された高さ15.5mの水門は東北最大級で、

東日本大地震の時はまちを守った奇跡の水門として語られます。

右の地図はGoogleマップにて同じ距離を表した①と②です。
野田村と普代村は南北隣接する自治体ですが、津波からまちを守

る建物も地域によって違いがあるのが分かります。
防潮堤を1m高くするだけでも莫大な金額がかかるのですが、野田

村の①を見て分かるように、これだけ長い距離の防潮堤を建設する
のがどれだけ大変なことなのかが読み取れるかと思います。

更に右下はシームレス地質図です。野田村の①と普代村の②の地
質の違いを表したものです。

脆くて波の侵食などによって削られる堆積岩の①と、マグマが冷
えて固まった火山岩の②で、全く異なるのが分かります。

こういった地質によって影響した異なる地形から、その土地のま
ちづくりや防災は変わってくるのですね。

産総研地質調査総合センター，20万分の1日本シームレス地質図V2
（地質図更新日：2022年3月11日），https://gbank.gsj.jp/seamless

編集後記：春は別れと出会いの季節です。三陸ジオパーク
の現地推進員として紙面を毎回担当してきた「いわて復興応
援隊」の隊員も、今号で卒業することになりました。

町田隊員「皆さまお世話になりました。来年度からは認定
ガイドとしても頑張ります！」

菊池隊員「ジオパークを通して、より広域のより多くの
方々と接することができて、わたしの財産となりました。
また、何処かでお会いしましょう！合言葉は“みんな大好き
ジオパーク！”」

里舘隊員「取材していて地域の事が良くわかりました。
ジオパークは面白いのでこれからも勉強します。

阿部隊員「知識が変わって、景色が変わりました♪」
新たなステージにてお会いしましょう！ ～と～
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